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五
色
塚
古
墳
と明石

海
峡

４
世
紀
末
～
５
世
紀
初
め



五
色
塚
古
墳

２
０
２
２
年
５
月
５
日

前
方
部
先
端
に
て



大
阪
湾
口
の
古
墳

神
戸
市
垂
水
区

泉
南
郡
岬
町

五色塚古墳（４C末～5C初）

宇土墓古墳（5C中～後）

西陵古墳（5C前）



日
本
書
紀
巻
第
五

崇
神
天
皇

ム
ネ
ツ
モ
ノ

船
は
天
下
の
要
用
な
り

「
は
つ
く
に
し
ら
す
す
め
ら
み
こ
と
」

始
馭
天
下
之
天
皇(

神
武
）

御
肇
国
天
皇(

崇
神
）

３
世
紀
後
半
？



古
墳
時
代
の
舟

(

舟
形
埴
輪
）

宮崎県西都市
西都原170号墳

藤井寺市･岡古墳 ４Ｃ後 大阪市・高廻り2号墳 ５Ｃ前

滋賀県栗東市･新開
4号墳 ５Ｃ中

５Ｃ前



古
墳
時
代
の
舟（

埴
輪
線
刻
）

船
絵
線
刻

鰭
付
円
筒

埴
輪

(

天
理
市
・

東
殿
塚
古

墳)

４
Ｃ
初



高
槻
市
今
城
塚
古
墳
６
世
紀
半
ば

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
（
ピ

ン
ク
石
）
製

石
棺
材

2023年1月12日

継
体
天
皇

５
３
１
年
没



大
王
の
ひ
つ
ぎ
を
運
ぶ
実
験

航
海

二
〇
一
八
年

台
船
「
有
明｣(

蓋
用)

長
8
ｍ
幅
2･

2
ｍ

重
さ
3･

5
㌧↓

7
月
24
日
宇
土
市
˜
8
月
26
日
大
阪
南
港

復
元
古
代
船｢

海
王
」台

船
「
火
の
国｣(

身
用)

長
10
ｍ
幅
2･

4
ｍ
重
さ
4･

5
㌧



日
本
書
紀

巻
第
二
十
二

推
古
天
皇
十
六
年
（
６
０
８
）

隋
使
裴
世
清
の
飛
鳥
入
京

７
世
紀
初

大
唐
使
人
裴
世
清

六
月
壬
寅
朔
丙
辰
客
等
泊
于
難
波
津

是
日
以
飾
船
三
十
艘
迎
客
等
于
江
口
安
置
新
館

八
月
辛
丑
朔
癸
卯
唐
客
入
京
是
日
遣
飾
騎

七
十
五
疋
而
迎
唐
客
於
海
石
榴
市
衢



難
波
津
か
ら

海
石
榴
市
の
港

「
三
輪
山
麓
（
朝
倉
・

海
石
榴
市
・
纒
向
）｣

散
策

２
０
１
９
年
７
月
１
１
日



万
葉
集
巻
第
一

藤
原
宮
役
民
の
歌

7
世
紀
末

＊
朱
鳥
七
年
＝
６
９
３
年



万
葉
集
巻
第
一

藤
原
宮
役
民
の
歌

＊
朱
鳥
七
年
＝
６
９
３
年

田
上
山

宇
治
川

泉
河(

木
津
川
）

イ
カ
ダ
ニ
作
リ





安
曇
川
流
域
の

シ
コ
ブ
チ
神
社
・
神
社
跡

日
経
新
聞
デ
ジ
タ
ル

２
０
１
６
年
４
月
２
９
日

6:

00

記
事
挿
絵
を
描
き
直
し

２
０
１
９
年
８
月
２
２
日

（
安
曇
川
上
流
）
・
百
井
、
葛
川
、

久
多
、
朽
木
の
里
探
訪



平
城
京
７
１
０
年
遷
都

東
西
の
市
に
は
、
堀
川(

運

河
）
が
接
し
て
い
た
︒

８
世
紀
初
め

西
市

東
市



東
西
市
周
辺
の
堀
川

平
城
京
に
は
東
西
の
市

周
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
堀
河
が

南
北
に
通
さ
れ
、
京
内
の

物
流
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
西
堀
河
は
現
在
の

秋
篠
川
と
み
ら
れ
、
東
堀

河
は
過
去
の
調
査
で
京
跡

の
「
二
条
条
間
路
」
か
ら

「
九
条
大
路
」
の
間
に
数

カ
所
確
認
。
い
ず
れ
も
両

岸
に
2
～
6
メ
ー
ト
ル
の

空
閑
地
が
あ
り
、
舟
を
ひ

く
通
路
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

奈
良
新
聞
デ
ジ
タ
ル

２
０
１
９
年
３
月
１
８
日



こ
の
ほ
ど
に
風
の
よ
け
れ

ば
、
か
ぢ
と
り
い
た
く
ほ
こ
り
て
ふ

ね
に
ほ
あ
げ
な
ど
よ
ろ
こ
ぶ
。
そ
の

を
と
を
き
ゝ
て
わ
ら
は
も
お
き
な
も

い
つ
し
か
と
お
も
へ
ば
に
や
あ
ら
ん

い
た
く
よ
ろ
こ
ぶ
。

土
佐
日
記

承
平
4
年(

９
３
４)

１
月
27
日

徳
島
県
阿
南
付
近

藤
原
定
家
自
筆
本



七
日
、
け
ふ
河
じ
り
に
舟
い
り
た

ち
て
こ
ぎ
の
ぼ
る
に
、
河
の
水
ひ

て
、
な
や
み
わ
づ
ら
ふ
。
舟
の
ゝ

ぼ
る
こ
と
い
と
か
た
し

２
月
難
波
津
に
至
り
淀
川
を
遡
る
。

九
日
、
心
も
と
な
さ
に
、
あ
け
ぬ

か
ら
、
舟
を
ひ
き
つ
ゝ
の
ぼ
れ
ど

も
、
河
の
水
な
け
れ
ば
、
ゐ
ざ
り

に
の
み
そ
ゐ
ざ
る
。



淀
川
の
上
り
曳
き
舟

淀
川
両
岸
一
覧

上
り
船

文
久
元
年(

１
８
６
１)

刊



淀
川
で
帆
を
上
げ
る
船

淀
川
両
岸
一
覧

上
り
船

文
久
元
年(

１
８
６
１)

刊



高
瀬
川
の
曳
船

中
村
弥
左
衛
門
編

『
京
都

の
山
水

(

京
都
写
真
帖

第

1
巻)

』

（
便
利
堂

明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
年
四
月
刊
）



中
川
か
ら
清
滝
川
源
流
へ

２
０
１
９
年
８
月
８
日

北
山
丸
太
を
人
力
で
運
ぶ

大
正
後
期

京
都
北
山
丸
太
協
同
組
合
提
供



造
幣
局
と
砲
兵

工
廠

２
０
２
２
年

３
月
３
日

琵
琶
湖
疏
水

２
０
２
１
年

10
月
21
日

２
０
２
１
年

12
月
23
日

深草石峰寺にて



北
垣
国
道
日
記｢

塵
海｣

明
治
15
年
4
月
16
日

「
且
又
京
師
ハ
汽
車
ノ
便
ア

リ
ト
雖
ト
モ
、
水
運
ノ
便
ヲ

欠
キ
、
僅
ニ
高
瀬
川
ノ
便
ア

ル
モ
、
迂
ニ
シ
テ
其
利
甚
少

シ
。
由
テ
京
師
ノ
運
便
ヲ
開

テ
、
商
工
ノ
気
運
ヲ
一
変
シ

テ
其
隆
盛
ヲ
求
レ
ハ
、
水
運

ヲ
開
ク
ニ
如
ク
ハ
無
シ
」

北
垣
国
道



『大阪造幣局百年史』
1976年 大蔵省造幣局刊

上野敬輔と
ウォートレス

1868年 香港造幣局の造幣機械を6万両で購入。
1871年 大蔵省造幣寮として創業式。



大
阪
實
測
圖

明
治
19
（
１
８
８
６
）
年

•

⼤
阪
實
測
圖(
⽇
⽂

研
地
図
コ
レ
ク
シ
ἂ

ン)

18
86
年
地
理
局

圖
籍
課
︵
編
︶

造
幣
局 造

幣
局
の
舟
入



大
阪
實
測
圖

明
治
19
年

砲
兵
工
廠

船
着
き
場

と
舟
入砲兵工廠



大
阪
湾
口
の
古
墳
と

幕
末･

明
治
の
台
場

そ
し
て
二
つ
の
空
港

五色塚古墳

宇土墓古墳
西陵古墳

明石藩舞子台場
徳島藩松帆台場

友ヶ島砲台（明治）

神戸空港

関西国際空港


